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い の説 明文 と質問 紙を 同封 し た。 健 診当 日 に質 問
紙 調査 に回 答 の上， 持 参す るこ とを 依頼 し た。 な
お，本研究は縦断調査の一部であり、子どもの年
齢が生後3か月’および1歳6か月の時点において
も同様 の調 査 を実 施し てい る。
3. 調査 内容
調査 は自 記式 質問 紙 調査 とし た。 質 問 紙 の内 容
は，「子 育 て に 自信 が 持 て る よう にな っ た と 感 じ
る か」 につ い て， は い， い い え の 回 答 を 求 め た。
自信 が 持て る よう になっ た と感 じ るこ とを本研 究
にお い て「 育児 へ の自信 」 とし た。 さ ら に 自信 を
も てた と感 じた 事柄 につ い て， 母 親の 自 覚の 背 景
にあ る育 児 事情 を知 る ため に自 由 記述 （ 複 数回答
可 能と する ）を 求 めた。 また， 育 児へ の 自信 と の
関 連を検 討 する た めに清 水 らに よ る尺 度 （育 児幸
福 感尺 度 短 縮版 ， 育 児ス ト レ ス 尺 度 短縮 版 ）， 蓄
積的疲労徴候インデックスにより，3歳児の母親
の心 身 の状 態や， 母 親 の属性 として 年 齢， 出 産経
験 ，家 族 構 成， 就労 形態 につ い て， さ ら に育 児 に
関す る相 談者 に 関し て， 夫 に相 談で きる か，夫 や
実母以 外 の相 談者 がい る か， 経 済的 な 不安 や育 児
を手伝 っ て くれ る人 がい る かにつ い て， はい， い
い え で回 答 を求 め た。
1）調査に用いた尺度
（1）育 児 幸福 感尺 度 短縮 版　 ‘
母 親が 育 児中 に感 じる 肯 定的 な気 持 ち を もつ 場






内 的 整 合 性 を 表 す α 係 数 は0.77 ～0.86 と 十 分 な
値 が得 ら れて い る。こ の 尺 度に よ り， 育 児 幸福 感
の 程 度を 知る こ とがで き， 特 点 が高 い ほ ど育児 幸
福 感 を感 じて い る と解 釈 で きる。
（2 ）育 児 スト レ ス尺 度短縮 版
育 児中 に感 じ る否定 的 な気 持 ち をもつ 場 面 につ







α係 数 は0.82 ～0.86 と 十分 な 値が 得 ら れて いる。
この 尺 度に よ り，育 児 ス ト レス の程 度を知 る こ と
が で き， 特 点が 高い ほ ど育 児 ス トレ スを 感じ てい
る と解 釈 で きる。
（3）蓄 積的 疲 労 徴候 イ ンデ ッ クス
労働 環境 におい て 蓄積 的 な疲 労 を とらえ る尺 度
と して 越 河 によ り作 成 され てい る16）。‘不安 徴 候’
10 項 目，‘抑 うつ 状態 ’10 項 目，‘一般 的疲 労 感’
11項目，‘イライラの状態’8項目，‘労働意欲の
低 下’11 項 目， ’気 力 の 減 退 ’11 項 目，‘慢性 疲
労’6項目，‘身体不調’9項目の8下位尺度，80
項 目であ る。 尺 度 を使 用 する にあ た り下 位尺 度項
目の ‘労 働 意欲 の低 下 ’ は該当 し ない こ とか ら外
し ， 本研 究が 子 育て に よる 状 態を と らえ るこ とか
ら ，尺 度 項 目にあ る仕 事の 文 言は 子育 て に置換 し
た。最終的には7下位尺度，69項目とした。尺
度 の変 更 は， 作 成 者 の承 諾 を 得 た。 評価 基 準 は ２
段階のあてはまる，あてはまらないである。7つ
の 因子 のそ れ ぞ れの項 目の内 的 整合 性 を表 す α係
数 は0.89 ～0.87 と 十 分 な値 が 得 ら れて い る。 こ
の イン デッ ク スに よ り，育 児 中 の母 親 の蓄積 的 な
疲 労 につ い て明 ら かに す るこ とが で き， 特点 が 高
い ほ ど蓄 積的 疲 労徴 候 があ る と解 釈で きる。
4. 分 析方 法
育児ストレスと育児幸福感の5段階による尺度




目ご と に合 計 した。 各 尺 度の 最 大得 点 は育 児幸福
感65, 育 児 ス トレ ス80, 蓄積 的疲 労 感69 となる 。
育 児 への 自信 を感 じる か， 感 じ ない か を従属 変 数
とし て， 育児 幸福 感， 育児 ス トレ ス， 蓄積 的 疲労
イ ン デッ ク スを独 立 変 数 とし て分 析 を行 った。 最
初にKolmo0gorov-Smirnovの正規性の検定によ
り正 規 分 布で ない こ とか ら， マ ン ホ イッ トニ ー Ｕ
の検 定 を行 っ た 次に 母 親の属 性 や育 児 の サポ ート
等 を独 立 変 数 とし て χ2 検 定 を 行 っ た。 統 計分 析






























































上 の子 どもの成長の 様子か ら
良い子 に育っている











より紹 介 する （ 表1 ）。
1）【子 どもか ら 得ら れる 自信 】
【子どもから得られる自信】は，5つのサブカ
テ ゴリ ーで 構 成 さ れ た。“子 ど も の 日 々の 成 長 を
感 じる と， 自 分の やっ て き たこ とが 間違 いで は な
かっ た と自 信 が持 てる気 が す る” な どか ら， ＜子
どもが成長している姿＞や，“子どもが3人いま
す が一 番上 の子 が 割 といい 子 に育 って い るの でこ
の ま まの子 育て でい と 感じ る” な ど から， ＜ 上の
子 ども の成 長 の様 子か ら＞ 育 児へ の 自信 を感 じて
い た。 また，“自分 の 娘 が物 や人 に優 し く し てい
る と きにそ う思 う” な どか ら＜ 良 い子 に育 っ てい
る＞こ とや,“「 パパ, ママ とずっ と 一 緒に い たい。
大好き」という言葉だけでうれしいです”などか
ら， ＜ 子 ど もに 必 要 と さ れて い る ＞ こ と や，“少
し の時 間 で も抱 っこ やお ん ぶ をし たり 抱っ こし な
がら絵本を読んだりした時、子どもが素直に喜ん
でくれていうことも聞いてくれだなどから，＜
子 ど も と意思 疎 通が と れた ＞こ と を育児 へ の 自信
として 感 じて い た。
2）【母 親 自身 の変 化 の気づ きに よる 自信 】
母親自身の変化の気づきによる自信は7のサブ
カ テゴリ ーで構 成 さ れた。 サ ブ カテ ゴリ ー で最 も
多 かっ たの は ，“育 児 と はこ んな もの か ・・ と少




































































の喜び 23.56±2.49, 子どもとの絆 17.79±2.69.
夫への感謝 17.57±2.82), 育児ストレス（心身
の疲労 15.08±5.83, 育児不安 10.74±4.63，夫
の支援のなさ 8.62±4.02),蓄積的疲労（不安 1.56
±2.03, 抑うつ 1.53±1.85，一般的疲労 2.23±
2.07,イライラ 1.90±1.83,気分の減退 1.70±2.39，






〔母性 衛 生・ 第57 巻 ４号 ・
疲労では，‘身体不調’を除くすべての下位項目
において育児への自信のある者が有意に低い結果
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Relationship between confidence in ehild care ａｍｏｎｇ mothers of three-year-old children
and mental and physical condit ｉｏｎ， attributes, and sｕppoｒt in child care
Nagano College ｏｆ Nursing
Shimizu Yoshiko
Abstract
The present study aimed t ｏ ｅχamine confidence ｉｎ child care ａｍｏｎｇ ｍｏthers of three-year-old
children, as well aｓ its relationship with child-care happiness, child-care stress,  cumulative fatigue
symptoms inde χ， attributes, and support in child care. We surveyed 700 mothers of three-year-old
children using ａ self-administered questionnaire, and analyzed data f ｒom 482 respondents qualitatively
and statistically. 0f these. 138 provided free responses relating to confidence in child care, with 33.2%
feeling confident and 54.1%  indicating they were not confident  There was ａ significantly higher
number of confident mothers ｗho had a high level of child-care happiness, had someone other than
their husbands or ｏｗｎ mothers to confer with, had no economic instability, and had lower child-care
anxiety and cumulative fatigue symptoms inde χ. However,  the relationship between confidence in
child care and having someone other than their husbands or own mothers to  confer with and having
no economic instability was weak^ituations that inspired confidence in child care included ”confidence
obtained from the child," ”confidence from becoming aware ｏｆ changes within the mother herself, ”ａｎｄ
"confidence obtained from surrounding people." Our study identified factors that increase confidence in
child care ｉｎ mothers and suggest the need to provide ｓｕｐｐｏｒt that heightens this ｃｏｎ丘dence｡
Key words : chad care,  mother.  36-month-old children,  self-confidence
